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400年以上前から京都のまちを支える 

三条大橋の補修・修景が進行中！2024（令和 6）年春完成予定 

2月 22日(火)より京都市公式 YouTubeアカウントで PR動画を公開 

 

 

鴨川に架かる三条大橋は，創建当時の様子を示す銘文が刻まれた擬宝珠（ぎぼ

し）が残っているなど，歴史的な風景を体感できる日本の代表的な橋です。しか

し，木製高欄が更新後５０年近く経過するなど，老朽化が進行しております。 

そこで，京都市では，三条大橋の美しい風景や木の文化を次世代に継承していく

ため，ふるさと納税を通じた皆様からの御寄付により，木製高欄の更新をはじめと

した「三条大橋の補修・修景」に取り組んでいます（令和６年春完成予定）。 

  この度，当事業についてより多くの方に知っていただくため，室町時代から続く

三条大橋の歴史等の紹介とともに，補修に使用する檜の伐採作業の様子もおさめた

ＰＲ動画を制作し，本日より公開しますので，お知らせします。 

 

 

１ 三条大橋ＰＲ動画について 

(1)公 開 日：令和４年２月２２日 午前１０時 

(2)公開場所：京都市公式 YouTube https://youtu.be/91OREs9VzN0  

(3)内  容：①三条大橋の歴史や魅力，老朽化の状況 

②御寄付いただいた鞍馬山の檜の伐採作業の様子 

③ふるさと納税を通じた寄付の呼び掛け （動画時間：約 3分 40秒） 

・三条大橋の歴史，老朽化の状況～ 

 

・伐採作業の様子～ 

  

※檜の伐採は，細心の注意を払って専門の事業者が実施。伐採後は，ヘリコプター
等による運搬，乾燥など，木材として使用するまでに約２年程度を要します。 

https://youtu.be/91OREs9VzN0


２ 「三条大橋の補修・修景」について 

（１）事業概要 

三条大橋は鴨川に架かる橋長７３ｍの橋りょうである。現在の橋は昭和２５年

に改築したもので，木製高欄については昭和４９年に更新しているが，老朽化が

進行しているため，本事業において，木製高欄，舗装及び防護柵等の更新を行う。 

   ※事業詳細等については，京都市情報館のとおり。 

   「三条大橋の補修・修景」トップページ 

    https://www.city.kyoto.lg.jp/kensetu/page/0000242802.html 

 

（２）スケジュール 

・令和２年１０月 設計業務の開始 

・令和３年 ６月 三条大橋デザイン検討会議設置 

・令和３年 ９月 木製高欄更新工事契約 

・令和３年１２月 木製高欄に使用する木材の伐採（鞍馬山の檜） 

・令和４年度   舗装，防護柵，木製高欄更新工事等の着工 

・令和６年春   完成 

 

（３）ふるさと納税等による寄付状況（令和４年１月末時点） 

   ふるさと納税等による寄付額：約２億５，０００万円 

 

 

３ 三条大橋の歴史について 

 

・天正 18（1590）年，豊臣秀吉が架橋した日本で最 

初の石柱橋で，現在も当時の「石柱」や「擬宝珠」 

が使用されていると言われている。 

・江戸時代，徳川幕府は三条大橋を『東海道五十三次』 

の終点と位置付け，維持管理を行った。「擬宝珠」 

には，池田屋騒動の時に付いたと言われる「刀傷」 

も残っている。 

・明治時代になると，幕府の直轄管理であった三条大 

橋は京都府に引き継がれ，明治 13（1880）年 12月 

に架け替えられた。 

・日本最初の駅伝は，大正 6年 4月に三条大橋から 

東京を目指すものだった。そのことから「駅伝発祥 

の地」としても知られている。 

・現在の三条大橋は，昭和 25（1950）年 4月に完成 

し，木製高欄は昭和 49（1974）年 3月に完成した。  

 

https://www.city.kyoto.lg.jp/kensetu/page/0000242802.html


 

（参考）京都市のふるさと納税寄付金について 

京都市では，京都を愛する多くの皆様の御協力を頂戴することにより，京都の貴

重な文化，美しい景観や自然， 素晴らしい地球環境そして自分たちのまちやふるさ

とを大切にし，次の世代に引き継いでいくため，ふるさと納税寄付金を募集してい

ます 。 

京都市出身の方，学生時代などを京都市で過ごしたことのある方，京都市民の

方，全国で京都市を応援しようという思いをお持ちの方から多くの御支援をいただ

いております。いただいた寄付金は，「京都の未来を支える事業」への先行投資とし

て，様々な取組に活用させていただきます。寄付申込方法，使い道についての詳細

は，下記サイトから御覧ください。 

https://www.city.kyoto.lg.jp/gyozai/page/0000186773.html 

 

 

 ＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

京都市PR事務局（フルハウス内）:中本・富田 

E-mail:kyotopr@fullhouse.jp TEL:03-5413-0295 FAX:03-3401-8085 

https://www.city.kyoto.lg.jp/gyozai/page/0000186773.html
tel:03-5413-0295

